
今までの公共サービスは、行政が主導で行ってきました。これからは、市

民が考え、市民が選び、市民が変えていくことが必要です。市民と行政が担

う公共サービス「新しい公共空間」の形成に向け、地域協働、アウトソーシン

グなどの選別を目的とした「市民参画による“事業仕分げ’」に取り組みます。

すでに10月号広報で「事業仕分け」の目的などをお知らせしましたが、以下

により市民の皆さんの公開の下で試行実施します。

日　曜11月25日（臼）午前8時30分～正午終了予定

※時間が多少延びる場合もありますので予めご了承ください。

揚∴輔　市役所3階　大会議室

対象事業10事業（事務事業評価323事業から、市民などからの提案を参考に選択）

葉蘭高速

（1）事葉仕分けの体制

1斑7名体制（評価者5名・コーディネーター1名・書記l名）の2班構成で，各班5事業ずつ行います。

彊）壮分け方法

市民の皆さんの公開のもと、1事業30分程度で仕分けを実施します。評価者5人が1事業ずつ、ま

ず「不要十「必要」を判断し、「必要」の場合は、「新しい公共空間へ（民間等へ）」・「市の仕事【見直し】」・

「市の仕事【現状推進】」に仕分けを行い、多数決により仕分けを決定します。
一般市民評儒者は仕分け作業を傍聴し、その議論を参考に「市民の目」として仕分けを行います。

“事業仕分け”した結果は、 

夢　　　　　どう反映されるのですか？ 

仕分け作業は、市民と行政が担う公共サービス「新しい公共空間」の形成 � 

に向けた前提作業と位置付け、地域でできることは地域で、民間でできる �定ゝ∴ノーで 

ことは民間でという様に振り分けられ、スリムで効率的な行財政経営と、 �！言 ヽノ 

質の高い市民サービスの提供を目指すことにつながります。また、職員が　、 � 

気付かなかったことが発見でき、業務改善にもつながります。ただし、仕 �i∴㊥ 

分け結果が最終判断ではないことに留意してください。 �′　鉦；言＼ 

傍聴申込

当日は、自由に傍聴できますが、資料準備のため、11月20日（火）までに、電話、ファクシミリ、メ
ールなどで事前にお申し込みください。※入退場は自由です。

間合・申込先　政策形成課　企画担当

℡（43）1111（内線241）FAX（45）5005　Eメール　kikakul＠city．tsuru．1g．jp
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